
大麻の塩安肥効試験

矢木博・町田博・上原淑助・倉島留次郎

目的大麻の生育収量齢よび品質に対する塩安肥料の肥効をみる。

試鹸区　ユ区2坪，2連制で次の4区を設ける。

、＼施騰
諱_　　　＼

反　当　成　分　愚　K7 一区当施肥蚤
N　　　　　P　　　　　K 窒素月巴料　　ラ逼　　　石　　　塩　　　刀ロ

A無施肥区

a瓢鰻素区

b硫安一区

c塩安一区
｢

O　　　　　O　　　　　　O

n　　　　　6　　　　　9

?Q　　　　　6　　　　　9

?Q　　　　　6　　　　　　9

　　　　　　　｝
O　　　　　0　　　　　　0

O　　　　2駁）　　　　ユco

C80　　　250　　　　ユ00

R80　　　250　　　　ユ00

hl“種　　　　　長野在来

播檀学内簾場4月30日　　　　　・5月ユO日
　　　　　　　　　　　　　　　発芽揃
　　　大室農場　5月　8日　　　　　　　5月16日

　　　　蝉試鹸地とも脚は25磁し，株醜2圃の間引により9～ユo・・nと医。

成　績　下に示す生育形態表は収穫適期を迎えて刈取った時に測是しだもので，学内農場は

　　　8月6日，大窒農場は8月ユ9日である。茎の太さは地上呂Q磁のところを測った。
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　生育は上表の草丈，茎の太さ，個体重等でみて解るように，学内農場のものは大竈農場の屯の

に比べて大きく，いかにも粗大と雷う感じのものとなった。大室農場では大体発芽ユケ月后に生

長の差が現われ，硫安，塩安両区に対し無窒素は生育が梢々劣り，無施肥区は更に劣っていた。

　各区間にかいでは両試験地とも，草丈，茎の太さ，個体重何れも，無施肥区が最も少なぐ，無

窒素区，硫安区，塩安と順に増えて，塩安区が最も多く，大いに生長に対する肥効のあっkこと

を示した。

　しかし第ユ分枝までの窒長についてに，学内農場のそれは硫安，塩安両区とも無窒素区より小

さく，分枝が早く多かっだが，大室農場のそれは両区何れも無施肥区より4割も長かofCa

　次に煮熟法によ9乾茎を処理して剥皮し，それらの収量関係をみると次のようである。

　　　　　　　　　　収　　　　　　　量　　　　「　　（30個体総童）
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　（前頁）表で乾茎重が両試験地内に著しい差のあるのは・さきの生育差にもとつくことは言う

までもなく，乾燥方法による誤差があると考えられる。

従・で乗鯵合（纒×・。・）にも両謙地間歓き磋がでた・

　この剥皮歩合を4区間で比べてみると，学内農場では・無窒素区が最も高く・無施肥区・硫安

区，塩安区の順に低く，各区間の差は大きいが，大室農場では，無旛肥区が最も高く，無窒素区

硫安区，塩安区の順に低く・各区闘の差は僅かである。そして両試験区とも硫安区と塩安区との

差は極めて僅かである。

　次に収量として皮麻重をみると，その指数でも明かなように両試験地とも無施肥区が最も少な

く，次いで無窒素区，硫安区と多くなb・塩安区が最も多かった。そして塩安区は無施肥区の約

3倍或は4倍余，無窒素区の約ユ・5倍成は約2倍⑳収轍があり・硫安区は塩安区よ砂稽劣った。

　tz　k”植物体に吸収された塩索最，各区にかける植物体の繊維細抱組織冷よび皮麻の品質等につ

いては，サンプルを取っ定綾ま観察，検定に至らなかった。
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